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　 ［目的｝頚癌治療成績 の 改 善 と治療の 個別 化を 目

的 と して傍大動脈 リ ン パ節転移の 危険因子か ら傍

大 動脈 リン パ節廓清の 適応 を検討 した．

　［方法 ］1988年 3月か ら 1992年 9月ま で の 間に 当院

で ， 骨盤 お よび 傍大動脈 リン パ節廓清を施行 した

子 宮頚癌70例 （Ib 期44例 ，
　 Ila期 17例 ，

　 Ilb期 9例）

に っ いて進行期 ，組織型 （扁平上皮癌50例 ，腺癌

12例，腺癌 ・
扁 平上皮癌混 合型 8例）， 腫瘍最大径

（≦2cm，＞ 2cm），筋層浸潤 （≦15mm，＞ 15　 mm ），

脈管侵襲 ， 体部浸潤 ， 膣壁浸潤 ， 傍結合織浸潤 ，

骨盤 リ ン パ 節転移と傍大動脈 リ ン パ 節転移 との 相

関か ら傍大動脈 リン パ 節廓清の 適応を検討 した ．

　 ［成績 ］骨盤 リンパ節転移のみ と傍大動脈 リンパ

節転移率 は各々 9／70（13％），9／70（13％）で ， ほ とん

どの 傍大動脈 リ ン パ節転移症例は必 ず骨盤 リンパ

節 に転移 を認め たが （8／9＝ 89％）， 体部浸潤 の強 い

症 例 にお い て傍 大動脈 リン パ節の み に転移がみ ら

れ た（1／9＝ 11％）． 傍大 動脈 リン パ節転移例 にお け

る腫瘍最大径 ≦2cm，
＞ 2cmは 2／36（6％）， 7／34（21％

）， 筋層浸潤 ≦ 15mm， ＞ 15mmは 2！52（4％），7118（39

％〕， 脈管侵襲の 有無は 9142（21％）， 0128（O％）， 体

部 浸潤 の 有無は 7119（37％）， 2／51（4％）， 傍結合 織

浸潤の 有 無 は 6／18（33％）， 3！52（6％） とそれぞれ有

意差が み られ た （P＜0，01）．骨盤 リ ン パ節転移 の 有

無で は 8／17（47％）， 1153（2％〕， 両側 ， 片側転移で

は 8112（67％）， ノ5（O％）ど両側転移に 高 く（P〈  ．01），

転移個数 ≦2個 ，≧3個は 218〔25％）， 6／9（67％）と ≧

3個に高い 傾向を認め た ．

　［結論】骨盤 リン パ 節転移17例中8Ptj　（47％）が傍大

動脈 リ ン パ節転 移陽性 で あ る こ と か ら頚癌の 傍大

動脈 リンパ節廓清は 骨盤 リ ン パ 節転移 と体部浸潤

の 強 い 症例が絶対的適 応とな り得 る と思われた ．

〔目的 〕 H 期子宮頸癌 手術で の 5年生存を 岡林

とWertheirn術式お よ び八木 と Meigs 術式で 比較

して み る と，殆ど差 を見 出す こ とが 出来な い ．

こ の 理 由を基靭帯切除法 よ り検討 し， 新 し い 術

式の 確立 を試み た 。 〔方法〕基靭帯 の 我 々 の 定義

（岡林術式 で切離 され る基靭帯 に は，側方靭帯 も

含 まれ る） と切除法 （基靭帯 を覆 う筋膜を切 除

し内腸骨 血管 を露出 し，各 々 の 内臓枝を分岐部

で 一本一本分離 し切断す る方 法） に っ い て は43

回本学会や AmJOG （1991）誌上で 発表 して き

た ．対 象は 放射線治療 の 効果 の 期待で きな い 直

腸癌患者 36名 で ， 次の 4 群 に 分けて 検討 した．

直腸 切除 の み を 行 っ た A 群， 単純子宮全摘出術

を併 用 した B 群 ， 従来 の 岡林術式に よ る広汎性

子宮 全摘 出術 を併用 した C 群 ， 我々 が 今行 っ て

い る広汎性子宮全摘出術を併用 し た D 群 の 3 年以

上の 生存率 を，骨盤壁で の 再 発を 中心 に 内診 ，

CT，　 MR を用 い Kaplan　
一

　Meier 法で 比較 した．

〔成績〕 A 群， B 群 と C 群 の 間 に は 有 意の 差 は認

め られ なか っ たが ， C 群 と D 群 に は有意の 差 が

得 られ た．〔結論 〕岡林 と Wer 七heim 術式お よ び

八木 とMeigs 術式 の 5年生存率 に 差を 生 じな い 理

由 と して ， 骨盤壁 に 残 る基靭帯 の 切断端か らの

再発が 原因の 一
っ と考 え られ る．広汎性子宮全

摘出術 に お け る基靭帯切除 は，靭帯 を覆 う筋膜

を切除 し血管 ， リン パ 管 を露出 し，各 々 を内臓

血 管枝の 分岐部 で 分離 し切断す る方法で ，基靭

帯の 摘出を行な うことが予後の 向上 を もた らす可

能性 が強い 。
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